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全
国
か
ら
開
通
情
報

【
東
北
支
部
】

国
道
6
号 

久
之
浜
バ
イ
パ
ス 

全
線
開
通

　

平
成
29
年
2
月
26
日
に
国
道
6
号 

久

之
浜
バ
イ
パ
ス
の
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉

町
〜
久
之
浜（
延
長
3
・
7
㎞
）が
完
成
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
久
之
浜
バ
イ
パ
ス

（
総
延
長
6
・
0
㎞
）が
全
線
開
通
と
な
り

ま
し
た
。同
バ
イ
パ
ス
は
国
道
6
号
の
急

カ
ー
ブ
区
間
を
回
避
で
き
、
津
波
な
ど
災

害
時
の
避
難
道
路
、渋
滞
の
緩
和
、救
急
搬

送
の
迅
速
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

久
之
浜
で
の
開
通
式
に
は
福
島
県
や
近

隣
自
治
体
の
首
長
ら
約
2
0
0
人
が
出
席

し
、地
元
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露

や
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す

玉
開
披
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

三
陸
自
動
車
道

南
三
陸
道
路 

志
津
川
I
C
〜  

　
　

　
　
　     

南
三
陸
海
岸
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
20
日
に
三
陸
自
動
車
道

南
三
陸
道
路
の
志
津
川
I
C
〜
南
三
陸
海

岸
I
C（
延
長
3・0
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。

　

南
三
陸
海
岸
I
C
で
の
開
通
式
で
は
、

宮
城
県
や
近
隣
自
治
体
の
首
長
ら
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
中
央
自
動
車
道

阿
武
隈
東
道
路 

相
馬
山
上
I
C
〜

　
　
　
　
　   

相
馬
玉
野
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
26
日
に
東
北
中
央
自
動

車
道 

阿
武
隈
東
道
路
の
相
馬
山
上
I
C

〜
相
馬
玉
野
I
C（
延
長
10
・
５
㎞
）が
開

通
し
ま
し
た
。「
相
馬
福
島
道
路（
総
延
長

45
・
7
㎞
）」と
し
て
は
初
め
て
の
開
通
区

間
で
す
。

♯009

【
関
東
支
部
】

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）

境
古
河
I
C
〜
つ
く
ば
中
央
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
2
月
26
日
に
圏
央
道 

茨
城

県
区
間
の
境
古
河
I
C
〜
つ
く
ば
中
央

I
C
（
延
長
28
・
5
㎞
）
が
暫
定
2
車
線

で
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
圏
央
道

（
総
延
長
約
3
0
0
㎞
）
の
9
割
が
完
成

し
、
成
田
空
港
か
ら
関
東
各
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

常
総
I
C
で
の
開
通
式
に
は
当
日
は
地

域
住
民
を
中
心
に
約
1
2
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
大
勢
の
人
々
が
小
旗
を
振
る

中
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ
め

近
隣
自
治
体
の
首
長
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
今
回
の
開
通
を
盛
大
に
祝

い
ま
し
た
。
石
井
大
臣
は
「
こ
の
開
通
を

機
に
観
光
客
が
大
幅
に
増
え
る
」と
述
べ
、

ま
た
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
も
「
製
造
や
物

流
な
ど
多
く
の
産
業
の
追
い
風
と
な
る
」

と
開
通
効
果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

中
部
横
断
自
動
車
道

六
郷
I
C
〜
増
穂
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
19
日
に
中
部
横
断
自
動

車
道
の
六
郷
I
C
〜
増
穂
I
C（
延
長
9
・

3
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。今
回
の
開
通
で

営
業
区
間
が
総
延
長
25
・
3
㎞
と
な
り
、山

梨
県
南
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま

し
た
。

　

富
士
川
本
線
料
金
所
付
近
で
行
わ
れ
た

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
近
隣
自
治
体
の

首
長
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披
の
後
、

渡
り
初
め
を
行
っ
て
こ
の
区
間
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

国
道
17
号 

上
武
道
路 

全
線
開
通

　

平
成
29
年
3
月
19
日
に
国
道
17
号
バ
イ

パ
ス 

上
武
道
路
の
前
橋
赤
城
線
〜
田
口

町
南
交
差
点（
延
長
3
・
5
㎞
）が
完
成
し
、

埼
玉
県
熊
谷
市
と
群
馬
県
前
橋
市
を
結
ぶ

上
武
道
路
（
総
延
長
40
・
5
㎞
）
が
全
線

開
通
し
ま
し
た
。
田
口
町
付
近
で
の
開
通

式
で
は
和
太
鼓
演
奏
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
中
部
支
部
】

岐
阜
県
道
井
尻
八
百
津
線

新
小
和
沢
橋（
仮
称
） 橋
梁
連
結
式

　

岐
阜
県
木
曽
川
の
新
丸
山
ダ
ム
建
設
の

一
環
で
進
ん
で
い
る
岐
阜
県
道
井
尻
八
百

津
線
で
、
平
成
29
年
2
月
16
日
に
新
し
い

橋
梁
の
連
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 久之浜バイパス 古内橋

▲ 阿武隈東道路 西樽這橋

▲ 圏央道 通り初め（茨城県 提供）

　
「
新
小
和
沢
橋
（
仮
称
）」
で
の
式
典
に

は
近
隣
自
治
体
の
首
長
ら
20
人
余
り
が
出

席
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込

む
『
連
結
の
儀
』
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
関
西
支
部
】

阪
神
高
速
6
号 

大
和
川
線

三
宝
J
C
T
〜
鉄
砲
ラ
ン
プ 

開
通

　

平
成
29
年
1
月
28
日
に
阪
神
高
速
6
号 

大
和
川
線
の
三
宝
J
C
T
〜
鉄
砲
ラ
ン
プ

（
延
長
１
・
4
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
堺
市
北
部
地
域
の
交
通
分
散

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
開
通
に
先
だ
っ
て
21
日
に
は
記
念

イ
ベ
ン
ト
「
大
和
川
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ

ン
＆
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
P
C
建
協
は
事
業
紹
介
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
周
辺
住
民
に
P
C
技
術
や

P
C
構
造
物
を
P
R
し
ま
し
た
。

京
奈
和
自
動
車
道

岩
出
根
来
I
C
〜
和
歌
山
J
C
T 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
18
日
に
京
奈
和
自
動
車

道
の
岩
出
根
来
I
C
〜
和
歌
山
J
C
T

（
延
長
6
・
5
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
和
歌
山
県
内
の
紀
北
西
道
路

（
延
長
12
・
2
㎞
）
の
全
線
開
通
と
な
り
、

ま
た
阪
和
自
動
車
道
と
も
接
続
す
る
こ
と

で
大
規
模
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

岩
出
根
来
I
C
で
の
開
通
式
に
は
近
隣

自
治
体
の
首
長
が
出
席
し
、
開
通
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は

多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

日
高
神
鍋
高
原
I
C
〜

　
　
　
　
　
八
鹿
氷
ノ
山
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
25
日
に
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道 
日
高
神
鍋
高
原
I
C
〜
八
鹿
氷

ノ
山
I
C
（
延
長
9
・
7
㎞
）
が
開
通
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
阪
市
内
か
ら
城

崎
温
泉
ま
で
約
10
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
先
だ
っ
て
19
日
に
は
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
物
産
展
や
神
楽
舞
の
披
露

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】

水
島
港
臨
港
道
路 

倉
敷
み
な
と
大
橋 

開
通

　
平
成
29
年
3
月
25
日
に
岡
山
県
水
島
港

臨
港
道
路
の
倉
敷
み
な
と
大
橋
が
開
通
し

ま
し
た
。
同
橋
は
延
長
約
2
・
6
㎞
と
県
内

最
長
で
高
梁
川
河
口
を
挟
ん
で
倉
敷
市
の

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
物
流
拠
点
の
玉
島

ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
架
橋
で
す
。

　

開
通
式
に
は
近
隣
自
治
体
の
首
長
な
ど

関
係
者
が
出
席
し
、
新
し
い
物
流
ル
ー
ト

の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。



33  　PCプレス　2017 ／ May ／ Vol.013

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

全
国
か
ら
開
通
情
報

【
東
北
支
部
】

国
道
6
号 

久
之
浜
バ
イ
パ
ス 

全
線
開
通

　

平
成
29
年
2
月
26
日
に
国
道
6
号 

久

之
浜
バ
イ
パ
ス
の
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉

町
〜
久
之
浜（
延
長
3
・
7
㎞
）が
完
成
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
久
之
浜
バ
イ
パ
ス

（
総
延
長
6
・
0
㎞
）が
全
線
開
通
と
な
り

ま
し
た
。同
バ
イ
パ
ス
は
国
道
6
号
の
急

カ
ー
ブ
区
間
を
回
避
で
き
、
津
波
な
ど
災

害
時
の
避
難
道
路
、渋
滞
の
緩
和
、救
急
搬

送
の
迅
速
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

久
之
浜
で
の
開
通
式
に
は
福
島
県
や
近

隣
自
治
体
の
首
長
ら
約
2
0
0
人
が
出
席

し
、地
元
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露

や
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す

玉
開
披
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

三
陸
自
動
車
道

南
三
陸
道
路 

志
津
川
I
C
〜  

　
　

　
　
　     

南
三
陸
海
岸
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
20
日
に
三
陸
自
動
車
道

南
三
陸
道
路
の
志
津
川
I
C
〜
南
三
陸
海

岸
I
C（
延
長
3・0
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。

　

南
三
陸
海
岸
I
C
で
の
開
通
式
で
は
、

宮
城
県
や
近
隣
自
治
体
の
首
長
ら
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
中
央
自
動
車
道

阿
武
隈
東
道
路 

相
馬
山
上
I
C
〜

　
　
　
　
　   

相
馬
玉
野
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
26
日
に
東
北
中
央
自
動

車
道 

阿
武
隈
東
道
路
の
相
馬
山
上
I
C

〜
相
馬
玉
野
I
C（
延
長
10
・
５
㎞
）が
開

通
し
ま
し
た
。「
相
馬
福
島
道
路（
総
延
長

45
・
7
㎞
）」と
し
て
は
初
め
て
の
開
通
区

間
で
す
。

【
関
東
支
部
】

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）

境
古
河
I
C
〜
つ
く
ば
中
央
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
2
月
26
日
に
圏
央
道 

茨
城

県
区
間
の
境
古
河
I
C
〜
つ
く
ば
中
央

I
C
（
延
長
28
・
5
㎞
）
が
暫
定
2
車
線

で
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
圏
央
道

（
総
延
長
約
3
0
0
㎞
）
の
9
割
が
完
成

し
、
成
田
空
港
か
ら
関
東
各
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

常
総
I
C
で
の
開
通
式
に
は
当
日
は
地

域
住
民
を
中
心
に
約
1
2
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
大
勢
の
人
々
が
小
旗
を
振
る

中
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ
め

近
隣
自
治
体
の
首
長
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
今
回
の
開
通
を
盛
大
に
祝

い
ま
し
た
。
石
井
大
臣
は
「
こ
の
開
通
を

機
に
観
光
客
が
大
幅
に
増
え
る
」と
述
べ
、

ま
た
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
も
「
製
造
や
物

流
な
ど
多
く
の
産
業
の
追
い
風
と
な
る
」

と
開
通
効
果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

中
部
横
断
自
動
車
道

六
郷
I
C
〜
増
穂
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
19
日
に
中
部
横
断
自
動

車
道
の
六
郷
I
C
〜
増
穂
I
C（
延
長
9
・

3
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。今
回
の
開
通
で

営
業
区
間
が
総
延
長
25
・
3
㎞
と
な
り
、山

梨
県
南
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
ま

し
た
。

　

富
士
川
本
線
料
金
所
付
近
で
行
わ
れ
た

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
近
隣
自
治
体
の

首
長
な
ど
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
開
披
の
後
、

渡
り
初
め
を
行
っ
て
こ
の
区
間
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

国
道
17
号 

上
武
道
路 

全
線
開
通

　

平
成
29
年
3
月
19
日
に
国
道
17
号
バ
イ

パ
ス 

上
武
道
路
の
前
橋
赤
城
線
〜
田
口

町
南
交
差
点（
延
長
3
・
5
㎞
）が
完
成
し
、

埼
玉
県
熊
谷
市
と
群
馬
県
前
橋
市
を
結
ぶ

上
武
道
路
（
総
延
長
40
・
5
㎞
）
が
全
線

開
通
し
ま
し
た
。
田
口
町
付
近
で
の
開
通

式
で
は
和
太
鼓
演
奏
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
中
部
支
部
】

岐
阜
県
道
井
尻
八
百
津
線

新
小
和
沢
橋（
仮
称
） 橋
梁
連
結
式

　

岐
阜
県
木
曽
川
の
新
丸
山
ダ
ム
建
設
の

一
環
で
進
ん
で
い
る
岐
阜
県
道
井
尻
八
百

津
線
で
、
平
成
29
年
2
月
16
日
に
新
し
い

橋
梁
の
連
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 岐阜県道井尻八百津線 新小和沢橋 連結式

▲ 阪神高速6号 開通記念イベントブース（PC建協）

▲ 京奈和道路和歌山JCT全景

▲ 水島港臨港道路 倉敷みなと大橋開通式

　
「
新
小
和
沢
橋
（
仮
称
）」
で
の
式
典
に

は
近
隣
自
治
体
の
首
長
ら
20
人
余
り
が
出

席
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込

む
『
連
結
の
儀
』
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
関
西
支
部
】

阪
神
高
速
6
号 

大
和
川
線

三
宝
J
C
T
〜
鉄
砲
ラ
ン
プ 

開
通

　

平
成
29
年
1
月
28
日
に
阪
神
高
速
6
号 

大
和
川
線
の
三
宝
J
C
T
〜
鉄
砲
ラ
ン
プ

（
延
長
１
・
4
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
堺
市
北
部
地
域
の
交
通
分
散

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
開
通
に
先
だ
っ
て
21
日
に
は
記
念

イ
ベ
ン
ト
「
大
和
川
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ

ン
＆
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
P
C
建
協
は
事
業
紹
介
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
周
辺
住
民
に
P
C
技
術
や

P
C
構
造
物
を
P
R
し
ま
し
た
。

京
奈
和
自
動
車
道

岩
出
根
来
I
C
〜
和
歌
山
J
C
T 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
18
日
に
京
奈
和
自
動
車

道
の
岩
出
根
来
I
C
〜
和
歌
山
J
C
T

（
延
長
6
・
5
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
和
歌
山
県
内
の
紀
北
西
道
路

（
延
長
12
・
2
㎞
）
の
全
線
開
通
と
な
り
、

ま
た
阪
和
自
動
車
道
と
も
接
続
す
る
こ
と

で
大
規
模
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

岩
出
根
来
I
C
で
の
開
通
式
に
は
近
隣

自
治
体
の
首
長
が
出
席
し
、
開
通
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
は

多
く
の
地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

日
高
神
鍋
高
原
I
C
〜

　
　
　
　
　
八
鹿
氷
ノ
山
I
C 

開
通

　

平
成
29
年
3
月
25
日
に
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道 

日
高
神
鍋
高
原
I
C
〜
八
鹿
氷

ノ
山
I
C
（
延
長
9
・
7
㎞
）
が
開
通
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
阪
市
内
か
ら
城

崎
温
泉
ま
で
約
10
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
先
だ
っ
て
19
日
に
は
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
物
産
展
や
神
楽
舞
の
披
露

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】

水
島
港
臨
港
道
路 

倉
敷
み
な
と
大
橋 

開
通

　
平
成
29
年
3
月
25
日
に
岡
山
県
水
島
港

臨
港
道
路
の
倉
敷
み
な
と
大
橋
が
開
通
し

ま
し
た
。
同
橋
は
延
長
約
2
・
6
㎞
と
県
内

最
長
で
高
梁
川
河
口
を
挟
ん
で
倉
敷
市
の

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
物
流
拠
点
の
玉
島

ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
架
橋
で
す
。

　

開
通
式
に
は
近
隣
自
治
体
の
首
長
な
ど

関
係
者
が
出
席
し
、
新
し
い
物
流
ル
ー
ト

の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
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▲ 盛況だった大阪工業大学での講義

▲ 熱心に聴講する新潟大学の学生たち▲ 教材を使った実演に興味津々

▲ 橋梁担当者会議・勉強会の様子

P
C
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
P
C
建
協
で
は
、
多
く
の
学
生
に
P
C
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
P
C
技
術
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
関
西
支
部
】

　
平
成
29
年
1
月
19
日
に
大
阪
工
業
大
学

で
工
学
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
学
生

各
地
で
P
C
技
術
講
習
会
開
催

　

P
C
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

【
北
海
道
支
部
】

70
人
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
術
の
紹
介
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行

い
ま
し
た
。講
義
で
は
P
C
技
術
の
歴
史
、

原
理
・
概
要
、構
造
や
架
設
工
法
、構
造
物

な
ど
に
つ
い
て
写
真
や
資
料
を
使
っ
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

（
そ
の
他
）

・
1
月
24
日　

大
阪
産
業
大
学

・
1
月
30
日　

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

・
2
月
6
日　

明
石
工
業
高
等
専
門
学
校

・
2
月
7
日　

神
戸
大
学

　

平
成
29
年
1
月
19
日
に
北
海
道
札
幌
市

で
行
わ
れ
た
「
橋
梁
担
当
者
会
議
・
勉
強

会
」
で
北
海
道
開
発
局
の
職
員
約
30
人
を

対
象
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
の
活
用
に
関

す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
P
C

橋
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
に
よ
る
事

例
、
P
C
コ
ン
ポ
橋
の
設
計
・
施
工
に
関

す
る
基
礎
知
識
な
ど
の
紹
介
で
し
た
。

【
九
州
支
部
】

　

平
成
29
年
2
月
7
日
に
沖
縄
県
那
覇
市

で
行
わ
れ
た
「
過
酷
な
塩
害
環
境
下
の
橋

梁
長
寿
命
化
に
関
す
る
技
術
講
習
会
（
主

催
：
土
木
学
会
西
部
支
部
沖
縄
会
）」で「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
塩
害
対
策
技
術
」
に
つ

い
て
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。定
員
は

2
0
0
人
で
今
回
は
行
政
や
建
設
業
の
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
平
成
29
年
1
月
以
降
に
実
施

し
た
講
習
会
は
次
の
通
り
で
す
。

【
中
部
支
部
】

・
2
月
10
日 

三
重
県
土
木
整
備
部　
　
　

　

P
C
の
原
理
・
特
徴
、P
C
橋
の
架
設
・

　

発
注
時
の
留
意
点

【
北
陸
支
部
】

・
3
月
3
日 

福
井
県　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

P
C
構
造
物
の
維
持
・
保
全

【
北
陸
支
部
】

　

平
成
29
年
2
月
6
日
に
新
潟
大
学
で
工

学
部
建
設
学
科
の
学
生
24
人
に「
P
C
橋
に

つ
い
て

－

土
木
の
中
の
橋
屋
、
そ
し
て
技
術

者

－

」
と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。講

義
で
は
P
C
技
術
の
概
要
に
加
え
、社
会
イ

ン
フ
ラ
で
役
立
っ
て
い
る
P
C
構
造
物
の

紹
介
や
、橋
梁
工
学
の
内
容
と
専
攻
し
た
技

術
者
の
仕
事
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

【
関
東
支
部
】

平
成
29
年
度
の
本
部
主
催
の
意
見

交
換
会
テ
ー
マ
決
ま
る

　

P
C
建
協
本
部
で
は
、
平
成
29
年
度
の

各
地
方
整
備
局
等
と
の
意
見
交
換
会
に
つ

い
て
、
基
本
と
な
る
テ
ー
マ
を
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。な
お
、意
見
交
換
会
は

７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

①
担
い
手
確
保
の
推
進

・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

・
完
全
週
休
2
日
の
モ
デ
ル
工
事
促
進

・
適
正
な
工
期
設
定
お
よ
び
工
期
を
延

　
伸
す
る
場
合
の
配
置
技
術
者
の
拘
束

　
緩
和

・
若
手
お
よ
び
女
性
の
活
用
を
促
進
す

　
る
入
札
制
度
の
提
案

②
生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

・
I
C
T
技
術
の
活
用

③
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

・
高
度
技
術
を
要
す
る
P
C
橋
や
緊
急

　
性
を
要
す
る
P
C
橋
の
維
持
保
全
工

　
事
に
お
け
る
技
術
提
案
・
交
渉
方
式

　
の
試
行
工
事
の
発
注

・
P
C
橋
の
維
持
保
全
事
業
に
お
け
る

　
地
方
自
治
体
へ
の
支
援　

　

平
成
29
年
2
月
7
日
に
群
馬
工
業
高
等

専
門
学
校
で
環
境
都
市
工
学
科
の
学
生
38

人
に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。教
室
で
の
講

義
で
P
C
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

屋
外
で
教
材
を
使
っ
て
P
C
鋼
材
の
緊
張

に
つ
い
て
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
平
成
29
年
1
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
P
C
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
通
り
で
す
。

【
北
海
道
支
部
】

・
1
月
23
日　

北
海
道
大
学

・
2
月
3
日　

北
見
工
業
大
学



35  　PCプレス　2017 ／ May ／ Vol.013

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

▲ 沖縄での技術講習会の様子

▲ PC軌道桁の製作現場を見学する児童たち

▲ 工事概要の説明を受ける学生たち

▲ 新大間池橋を現場見学した皆さん

各
地
で
P
C
技
術
講
習
会
開
催

　

P
C
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
、講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

【
北
海
道
支
部
】

現
場
見
学
会
開
催

　

P
C
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
九
州
支
部
】

　

平
成
29
年
1
月
29
日
に
福
岡
県
粕
屋
町

の
「
県
道
筑
紫
野
古
賀
線 

新
大
間
池
橋

（
仮
称
）」
で
地
域
の
大
隈
区
自
治
会
会
員

20
人
を
対
象
に
橋
梁
上
部
工
工
事
の
現
場

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。本
橋
は
橋
長

1
7
5
m
、
幅
員
15
・
3
〜
18
・
3
m
の

P
C
3
径
間
連
続
箱
桁
橋
で
す（
押
出
し

架
設
工
法
／
ピ
ー
エ
ス
三
菱
）。当
日
は
動

画
を
交
え
て
の
工
法
説
明
後
に
現
場
を
見

学
し
て
最
後
に
橋
梁
の
写
真
パ
ネ
ル
の
展

示
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
29
年
2
月
25
日
に
は
沖
縄
県

那
覇
市
の
「
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設

工
事
（
P
C
軌
道
桁
製
作
場
）」
で
近
隣
の

城
北
小
学
校
剣
道
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
児

童
25
人
と
そ
の
保
護
者
15
人
の
計
40
人
を

対
象
に
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。本

建
設
は
首
里
駅
〜
て
だ
こ
浦
西
駅
の
約

4
・
1
㎞
の
区
間
延
伸
工
事
で
す
。上
部

工
は
全
3
5
2
本
で
う
ち
P
C
が
3
0
6

本
を
占
め
て
い
ま
す
。見
学
者
は
P
C
軌

道
桁
製
作
場
で
職
員
か
ら
延
伸
工
事
全
体

と
P
C
軌
道
桁
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た

　

平
成
29
年
1
月
19
日
に
北
海
道
札
幌
市

で
行
わ
れ
た
「
橋
梁
担
当
者
会
議
・
勉
強

会
」
で
北
海
道
開
発
局
の
職
員
約
30
人
を

対
象
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
の
活
用
に
関

す
る
講
習
を
行
い
ま
し
た
。内
容
は
P
C

橋
に
お
け
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
、
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
に
よ
る
事

例
、
P
C
コ
ン
ポ
橋
の
設
計
・
施
工
に
関

す
る
基
礎
知
識
な
ど
の
紹
介
で
し
た
。

【
九
州
支
部
】

　

平
成
29
年
2
月
7
日
に
沖
縄
県
那
覇
市

で
行
わ
れ
た
「
過
酷
な
塩
害
環
境
下
の
橋

梁
長
寿
命
化
に
関
す
る
技
術
講
習
会
（
主

催
：
土
木
学
会
西
部
支
部
沖
縄
会
）」で「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
塩
害
対
策
技
術
」
に
つ

い
て
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。定
員
は

2
0
0
人
で
今
回
は
行
政
や
建
設
業
の
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
平
成
29
年
1
月
以
降
に
実
施

し
た
講
習
会
は
次
の
通
り
で
す
。

【
中
部
支
部
】

・
2
月
10
日 

三
重
県
土
木
整
備
部　
　
　

　

P
C
の
原
理
・
特
徴
、P
C
橋
の
架
設
・

　

発
注
時
の
留
意
点

【
北
陸
支
部
】

・
3
月
3
日 

福
井
県　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

P
C
構
造
物
の
維
持
・
保
全

後
、
P
C
軌
道
桁
の
製
造
現
場
と
延
長
整

備
が
進
む
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

鋼
製
型
枠
や
モ
ー
ル
ド
支
柱
な
ど
を
初
め

て
見
た
児
童
た
ち
は
そ
の
大
き
さ
に
驚
い

て
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

【
関
東
支
部
】

　
平
成
29
年
3
月
2
日
に
群
馬
工
業
高
等

専
門
学
校
の
学
生
を
対
象
に
群
馬
県
渋
川

市
の「
上
信
自
動
車
道
金
井
バ
イ
パ
ス 

金
井

陸
橋
上
部
工
工
事
現
場
」と「
日
本
高
圧
コ
ン

ク
リ
ー
ト
埼
玉
工
場
」
の
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。本
橋
は
橋
長
1
2
9
・
5
m
、
支
間

39
・
7
＋
55
・
0
＋
32
・
0
m
、
有
効
幅
員

10
・
55
m
の
P
C
3
径
間
連
続
箱
桁
橋
で
す

（
固
定
支
保
工
／
ピ
ー
エ
ス
三
菱
・
田
子
林

業
特
定
J
V
）。見
学
会
で
は
、
学
生
か
ら

P
C
の
構
造
に
関
し
て
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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▲ 最優秀賞・東北の橋梁賞作品の「青岩橋」

▲ 東北支部初の女性パトロール隊

平
成
28
年
度
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」

作
品
発
表
会

　

平
成
29
年
2
月
15
日
に
仙
台
市
青
葉
区

の
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
「
第
15

回
高
校
生『
橋
梁
模
型
』作
品
発
表
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
東
北

に
実
在
す
る
橋
」で
、東
北
6
県
の
17
校
か

ら
32
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。当
日
は

そ
の
中
か
ら
10
点
の
入
賞
作
品
が
展
示
さ

れ
、
審
査
員
と
一
般
来
場
者
の
投
票
に
よ

る
最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。結
果
は

秋
田
県
立
大
館
桂
桜
高
等
学
校
の
「
青
岩

橋
」が
最
優
秀
賞
と
新
設
の「
東
北
の
橋
梁

賞
」を
ダ
ブ
ル
受
賞
。ま
た
優
秀
賞
に
は
福

島
県
立
平
工
業
高
等
学
校
の
「
城
ヶ
倉
大

橋
」
と
青
森
県
立
青
森
工
業
高
等
学
校
の

「
東
福
寺
通
天
橋
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

P
C
建
協
東
北
支
部
で
は
初
年
度
か
ら

本
発
表
会
の
実
行
委
員
会
の
一
員
と
し
て

共
催
し
て
い
ま
す
。

女
性
チ
ー
ム
に
よ
る

安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　

平
成
29
年
2
月
8
日
に
宮
城
県
南
三
陸

町
の「
南
三
陸
道
路 

立
沢
川
橋（
仮
称
） 

上

部
工
工
事
現
場
」で
「
安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル

は
会
員
各
社
の
女
性
社
員
6
人
に
よ
る
も

の
で
す
。東
北
支
部
が
女
性
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
編
成
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

本
橋
は
橋
長
1
6
5
・
0
m
、幅
員
12
・

7
m
の
P
C
3
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁

橋
で
す
（
片
持
架
設
／
南
地
区
：
安
部
日

鋼
工
業
・
北
地
区
：
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
）。

現
場
で
は
安
全
設
備
の
点
検
と
事
務
所
や

ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
。

　

東
北
支
部
で
は
平
成
29
年
度
以
降
も
女

性
チ
ー
ム
の
安
全
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継

続
す
る
予
定
で
す
。

平
成
29
年
度
各
種
講
習
会
日
程

第
25
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会（
Ｐ
Ｃ
建
協
主
催
）

﹇
題
目
﹈

　

①
Ｇ
Ｌ
Ｐ
鳴
尾
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
免
震
マ

　
　

ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
の
開
発

　

②
高
知
城
歴
史
博
物
館

　
　

城
＋
船
＋
風
土　

Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
を
使

　
　

い
高
知
ら
し
さ
を
表
現
し
た
博
物
館

　

③
南
相
馬
市
立
総
合
病
院
脳
卒
中
セ
ン

　
　

タ
ー

　
　
ド
ラ
イ
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
し
た
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ

　
　
Ｃ
細
柱
梁
外
殻
架
構
を
有
す
る
病
院

　

④
愛
知
総
合
工
科
高
等
学
校

　
　
「
見
え
る
化
」に
よ
る
ス
ケ
ル
ト
ン
フ

　
　

レ
ー
ム
の
学
校

﹇
開
催
日
・
会
場
﹈

　

平
成
29
年
6
月
23
日（
金
）13
時
〜
17
時

　
（
メ
イ
ン
会
場
）建
築
会
館
大
ホ
ー
ル

　
（
サ
ブ
会
場
：
ネ
ッ
ト
中
継
）

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
茶
屋
町

※
２
会
場
を
結
ん
で
の
ネ
ッ
ト
中
継
は
初
め
て
。

第
45
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会（
P
C
工
学
会
主
催
）

﹇
テ
ー
マ
﹈

　

生
産
性
向
上
と
維
持
管
理
・
更
新
の 

　

時
代
に
求
め
ら
れ
る
P
C
技
術

﹇
題
目
﹈

①
道
路
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
高

　
　

度
化

②
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築

　
　
へ
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
の
活
用

③
高
速
道
路
の
取
組
み

④
P
C
橋
の
維
持
管
理
の
規
準
に
関  

　
　

す
る
P
C
工
学
会
の
取
組
み

⑤i-Bridge ‒ 

P
C
構
造
物
の
建
設
・

　
　

維
持
管
理
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の

　
　

取
組
み

⑥
海
外
の
話
題

﹇
開
催
日
・
会
場
﹈

第
７
回
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
実
習

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｃ
工
事
業
協
会
主
催
）

﹇
開
催
日
・
会
場
﹈

　

平
成
29
年
10
月
17
日（
火
）〜
20
日（
金
）

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

東京・江東区文化センター
大阪・朝日生命ホール
高松・ホテルパールガーデン
広島・広島市西区民文化センター
札幌・ホテル札幌ガーデンパレス
名古屋・ウインクあいち
新潟・新潟県自治会館
福岡・福岡国際会議場
仙台・イズミティ21

開催日 会 場
6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月
6月

2日
8日
13日
14日
16日
21日
23日
27日
30日

(金)
(木)
(火)
(水)
(金)
(水)
(金)
(火)
(金)
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編集後記

上野 進一郎（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　

鈴木 裕二、　吉山 誠之、　竹本 伸一、　的場 純一、　深谷 浩史、　

松嶋 憲昭、　髙松 正伸、　石井 一生（特別顧問）

編集委員会
久我 誠志（幹事長）、　小谷 仁（副幹事長）、　荒畑 智志（副幹事長）、

白石 紀之、　俵 綾子、　南 浩郎、　三本 竜彦、　木下 拓三、　　菅野 隆、　

太田 誠、　清水 郁子、　上田 孝明、　寒川 勝彦、　岩崎 麻美、　小田切 隆幸

編集幹事会

　天草に取材に行ってきました。天草への入り口となる天草五橋には、今でも時折会社に足を運んでくださる大先輩が現場で奮闘
された橋梁もあり、いつかは訪れてみたいと思っていた場所のひとつです。２月初旬の２日間にわたる取材当日は、残念ながら陽射
しに恵まれず、２日目には雪もちらつく寒さ。それでも、島々とそれをとり囲む海、潜伏キリシタンの歴史や文化など、人を惹きつけ
る独特の雰囲気を十分に感じとることが出来ました。取材では、天草五橋以外にも島内に点在する多くの橋梁を視察しましたが、い
つか天草を再訪する機会に恵まれた時には、少し目線を下げ、天草の海をゆっくりと満喫したいと思います。
　このたび策定した「新ビジョン2017」は、昨今の社会的要請に応えるためのPC建協の新たな活動指針であると同時に、PC建協の
活動を広く社会にご理解いただきたいとの思いをこめて取り纏めています。紙面の都合で詳細な紹介はできませんでしたが、10
ページに記したリンク先に全文を掲載しています。お時間のある時にご覧頂けると幸甚です。
　最後に。編集幹事が４名（手賀幹事長、廣部副幹事長、西永幹事、浦川幹事）交代しました。創刊当時からの幹事、今号の編集を担当
した幹事もいらっしゃいます。長い間、本当にお疲れ様でした。（南）

ＰＣ統計（受注実績）

平成28年度用途別受注実績 年度別受注推移

道路橋
1931.8　64.4%

鉄道橋
267.2　8.9%

その他橋梁
24.1　0.8%

容器構造物
101.0　3.4%

建築構造物
169.8　5.7%

防災構造物
11.8　0.4%

マクラギ
49.4　1.6%

その他
45.4 　1.5%

補修補強
400.3　13.3%

道路橋 鉄道橋 その他橋梁
容器構造物 建築構造物 防災構造物
マクラギ その他 補修補強

 平成28年度のPC建協会員の受注
額は、3,001億円と昨年度とほぼ同
水準で、2期連続しての3,000億円
超えとなりました。
　用途別では、道路橋が2,288億円
（前年度2,288億円）、鉄道橋が269
億円（前年度165億円）となりまし
た。道路橋の内訳は、新設工事が
1,932億円（前年度2,052億円）、補
修･補強工事が356億円（前年度
236億円）となりました。
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